




























































フカがそうだ。そしてオスカー・ココシュカ。 「風の花嫁」とトラークルの名づけたアルマ・マーラーの肖像画が、どん ふうに生まれ、 して作曲家グスタフ・マーラー未亡人との恋がいかにして破綻したのかが過不足なく素早く描かれる あ いはこの年の夏、形而上絵画なるものが「イタリア広場」としてわたしたちが知っているジョルジョ・デ・キリコの作品 ともに誕生したことも、 ロイトとシュニッツラーの関わりが世紀初頭における精神分析学と文学との相補的というより蜜月関係を跡づけている この美術史家は見逃さない。
　
こうして断片が重なっていくなかで徐々に時代の輪郭は濃
さと太さを増していくのだけれど、それが読者の眼にどう映るかはさまざまだろう。ストラヴィンスキーが 『春 祭典』 をシャンゼリゼ劇場で上演 たとき、十二音階音楽による革命が達成されたとする著者の暗示に肯くひともいれば、エズラ・パウンドがアイルランドの若い作家の才能を見いだし励ましたからこそ、 『若い芸術家 肖像』と『ダブリン市民』は完成に漕ぎつけたという示唆に膝を打つひとも、いやエルンスト・ユンガーの逃走の物語こそがこの年の収穫だったのだ う主張に賛同するひ も、いややはり『失われた時をもとめて』の第一巻が、二十世紀アヴァンギャルドに決定的影響をあたえることになる書物の刊行こそがこの年一九一三年最大の事件だったのかもしれないという囁きを心の中で繰り返すひ だっているにちがいない。　
おそらく読者がどの文化圏や言語圏に馴染みがあるかに
よって、この美術史家の描きだす群像劇の登場人物たちは主役か脇役かその役回りを入 替えるのだろ 。それがもし英語圏であれば、初めて映画の契約 に署名するチャップリンや初めてトランペットを手 取るルイ・アームストロング、そして『ヴァニティフェア』誌の創刊 目を惹きつけられて当然なのかもしれない。けれど何といっても本 が描く群像劇の華やぐ舞台はウィーンであり、そのスタープレイヤ がフロイト、シュニッツラ 、シーレ クリムト、ロース、ウィ ゲシュタインであることに異存はな だろう。まだ意識 縁に上らないまま夢が、そ 新しい音楽や建築が、論理や倫理が一斉に生まれようとし いる
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その中心にウィーンがあり、か
書評
246
れらがいたのだという、アヴァンギャルドのもっとも多感で華やかな季節をめぐる批評的まなざしの先にみえる風景が、じつは十九世紀スイスやイタリアで生まれた点描派の絵画のように、光と色彩の凝集点としての斑点の集合が生成する点景による風景に酷似していると思いいたるとしても、それはけっして強引な読みなどではあるまい。点景として アヴァンギャルド―
そんな見立てもありなのだと、イリエスの試みは教えてく
れる。
（和田忠彦）
